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[背景 。ねらい]

アルファルファ菌核病は、秋播き地帯で播種年に冬季から早春に発生し、アルファルフ

ァ株を枯死させ収量を著しく減少させる重要病害である。わが国暖地・温暖地で安定した
アルファルファ栽培を行うために、この菌核病に対するを抵抗性を高めた品種を育成する
必要がある。

[成果の内容 。特徴]

「SR58-9」 は愛知県農業総合試験場において、温暖地における重要病害アルフア
ルファ菌核病抵抗性品種育成を目的に、昭和 58年から抵抗性の選抜試験を開始した。集
団選抜法 (一部母系選抜法)に よって 9世代の選抜を実施し、選抜個体の集団採種種子を
系統とした。

1.アルファルファ菌核病接種後の生存率が高く、菌核病に対して強い抵抗性を示す
(表 1)。

2_発病後の収量は、罹病性品種ナツフカバ、タチフヵバょり多収を示す (表 1)。
3.5世代目から 10世代目の間に、その交配後代は両親の平均値と同程度の抵抗性を
示すようになり、SR58‐ 9の抵抗性の遺伝性は高い (図 2)。
4.無接種状態での草丈、夏季草勢はタチフカバと同等かやや劣る (表 2)。
5.茎径が細く、耐倒伏性はタチフカバより弱い (表 2)。
6.近交弱勢により収量の低下が認められる (図 1)。

[成果の活用画・留意点]

1.暖地、温暖地向けアルファルファ品種育成において、菌核病抵抗性の導入母材と
して活用できる。

2,本系統は集団採種種子であるため、維持保存は種子繁殖によって行う。複合抵抗
性品種の育成では、本系統を主母材として戻し交雑等で有用形質を導入すること
が望ましい。
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:要約Iアルファルファ「SR58-9」 は、重核病抵抗性が極めて強い系統であり、遠
堡性も高い。温暖地向け品種育成において必要な菌核病抵抗性の導入育種母材として利用
が期待できる。
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[具体的データ]

表 l SR58‐9のアルフアルフア菌核病抵抗性

平成 6年 (試験3)

品種・系統名 生存率1)検定2)タチヮ加゛比2)
生草重

平成7年 (試験4)平成8年 (試験5)平成9年 (試験6)
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注 1)株腐敗後の再生個体を含む。2)タチワカハ
゛
の実測値310g/区。3)Dunc銀の全群比較 (5%い

゛
ル)に よる。

4)Duncanの 全群比較 (1%レ ベル):こ よる。
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表 2 SR58‐ 9の特性

罹病性親     Fl      抵読性親
図2菌:例識裳充性′球貴伝性
(機粛1犠郷閥 -5と罹病性親ナツワカ′ヾσ牙1世代、抵抗性親駅5810と

罹病親譴f62■のFl世代の接種後生存率ι癖勁
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品種・  1番 草1) 夏期2)  倒伏1)
系統名    草丈   草勢   程度

茎径
1)

SR58-9
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注)平成 7年度試験結果(愛知農試、平成 6年 9月 播種)。
1)5月 30日 調査、倒伏程度 1:無 または極微～9:甚。
2)7月 21日 、1:極不良～9:極良。
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